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日長時間，環境温度の影響
安江安宣・河田和雄
アプラムシ類の有麹型出現には，生息密度のほかに日長時間，温度および食餌条件等い
ろいろの要因が関与していることが知られている. 筆者らはダイコ γアプラムシ Brevi-
coryne brassicae L.について， 日長時間と環境温度が飼育密度との関連において，その
有麹型出現に影響するかどうかを調べ，若干の新知見を得たのでその結果を報告する.
材料と方法
ダイコシアプラムシは 1960年以来当研究所の恒温室 (17.50C.16時間照明)において，
キャベツを飼料として累代飼育を続けている系統である.本実験には無麹胎生雌虫から直
接胎生によってうまれた生後24時間以内の子虫を供試した.照明時間 (Lは照明時間.D
は暗黒時間)は8L16D，12L12D， 16L8Dで12L12Dは 9a.m.-9p. m.を明期とし，
8L16D， 16L8Dはそれぞれ9a.m.-9p. m.の明期を前後2時間ずつ，短縮または延長
したものである.なお，このほかに連続照明区と全暗区(ただし1日1囲約5分間の観察
時聞を除く)を設けた.光源には白色蛍光灯(東芝製 FL-20W) を用い，照度は 800~
1. QOOluxとした.照明時聞は連続照明と全暗の両区を除き，タイムスイ yチにより自動的
に操作した.ダイコンアブラムシの飼育方法はおよそ河田(1960)に準じたが，飼育容器
は局方O番カプセルを用いた. 実験は主に温度200Cに調節した恒温室内で行なったが，
一部は 150C と 250C の恒温器を使用した.湿度は各温度区とも 50~70%に保った.飼育
期聞は肉眼で有麹型と無麹型の識別が容易にできる 4令までの約6日間である.
実験結果
1. 日長時間の影醤
日長時間と有麹型出現との関係を調べるために， 飼育虫数を1カプセルあたり 40頭，
第 1表 日長時間と有麹型出現率との関係 (200C，d・40)
日長時間 (hr.) 。 8 12 16 24 
供 試 虫 数 440 360 520 4∞ 320 
有麹型出現率(%) 42.98 57.65 59.06 42.22 50.0 
範囲(信頼限界95%) 37.8-48.3 52.1-63.1 53.4-62.3 37.0-47.6 43.7-56.3 
死 虫 率(%) 22.27 14.72 14.04 16.50 26.25 
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日長効果の限界があるものと考え
温度を200Cとして， 5照明区について実験を行ない，第1表にしめすような結果を得た.
これによると， 8時間と12時間の短日照明区において高い有麹型出現率をしめした.のこ
り3区のなかでは，連続照明区がこれにつぎ以下全暗， 16時間照明区の順となるが，その
差は僅少である. つぎに， 8， 12および16時間の3照明区について， カプセルあたりの
虫数を1/2，1/8にへらした場合にも日長の影響が現われるかどうか調べたところ， 第1
図のような結果となった.これによると，
カプセルあたりの虫数を5頭という低い飼
育密度の場合には， 3照明区ともに10%前
後の有麹型の出現率となり，大きな差はみ
られなかった.ところが虫数をふやしてカ
プセルあたりの虫数を20頭 (d=20)とす
ると， 16時間と短日 2区とのあいだには差
が現われはじめ，きらに虫数をふやしてd
=40の高密度にした場合には， その差は
一層顕著となった.このように.日長時間
は密度との関連において，有麹型出現に影
響を与えていることが明らかとなった.な
お，短目処理に相当する 8時間と 12時間
のあいだには， 有意、差は認められなかっ
た.長日処理の16時間照明区になると，
有麹型出現率が急激に低下するところから
推定すると，ダイコンアプラムシの有趨型
発現については照明時間12時間と 16時間のあいだに，
られる.
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環境温度の影讐
日長実験の結果がしめすように，有麹型は短日高密度条件下で現われやすいことがわか
ったので， ここでは特に温度の影響に重点をおいて調査を実施した. 実験温度は150，
200および250Cの3種類とし， まず短日高密度 (8時間照明， d =40)条件のもとで飼
育を行なったところ，第2表にしめすような結果となった.これによると，有麹型の発現
は低温で増加し，高温で減少する傾向が認められた.つぎに温度と密度の2つの条件をそ
のままとし， 照明時聞を短日から長日の 16時間にカ通えて， 同じ方法で飼育を行なったと
2. 
短日処理における温度と有麹型出現率との関係 (8hr.d-ω) 第 2表
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ころ，第3表にしめすような結果となった.これによると，有趨型出現率は短日条件下で
得られた結果より， 150で4.7，200で 17.4，250Cでは 11.4%と各温度区とも減少し
第 3表 長日処理における温度と有麹型出現率との関係 (16hr.d・40)
温 度 (OC) 15 
供 試 虫 数 4∞ 
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第2図 日長時間，温度および飼育密度を
組み合わせた場合の有麹出現率
実線8時間点線16時間照明
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た.しかし，さきほどの結果と同じように，
低温で高し高温で低くなる傾向にはかわり
なかった.おわりに，今まで得られた実験結
果をもとにして， 3種類の密度と温度に2種
類の照明をいろいろ組み合わせて，これらの
環境条件と有趨型出現率との関係を図示する
と，第2図のようになる.この図から明らか
なように，有麹型出現率は，密度条件が等し
い場合には，環境温度が低いほど，また，温
度条件が等しい場合には，飼育密度の高いほ
どふえる傾向が認められた.日長の影響につ
いてみると，他の2条件が同じときには短日
処理のもとで有麹型出現率がふえる傾向がみ
られるが，その影響力は飼育密度の違いによ
って必ずしも一線ではない.すなわち，密度
が高い場合には強く現われるが，低密度の場
合には影響力は殆んどない.飼育密度が低い
場合には日長よりもむしろ低温の影響が強く
現われることがわかった.
察
Johnson (1966)は Athiscraccivora K∞Hリまた Kenten(1955)は Acyrthosithon 
ρisum HARRIS を用いた実験結果から， 有麹型は短日低温条件のもとで出現しやすいこ
とを明らかにした. ダイコシアプラムシの有麹型出現については， Lamb and White 
(1966)が母虫を 100-150Cの低温に接触させることによって， 子虫から多数の有麹型が
出現したと述べている. しかしながら，ダイコンアプラムシの有趨型発現と日長との関係
についてくわしく述べた報告はない.筆者らは日長，環境温度および飼育密度の3条件を
組み合わせることによって，有麹型の出現しやすい環境条件を実験的に解明することがで
きた. まず日長時間についてみると， 取り扱った5照明区のなかでは， 12時間照明が最
も良く，以下8，24， (1， 16時間の順となり， 有麹型の出現は短目で多く， 長日で少なく
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なる傾向がみられた.なお，連続照明と全暗の2区は長短両日区の中間の値をしめした.
なお，日長の影響は低密度飼育の場合には現われないが，飼育密度が高まるにつれて影響
力も強くなり， 密度との関連において， 有麹型出現に関与していることが明らかとなっ
た. このような関係については，既に佐伯(1966)がツヅレサセコオロギ ScapsiPedus
aspersus W ALKERで認めているが，アプラムシ類では新知見である.環境温度の影響に
ついてみると， 150， 200， 250Cの3温度のなかでは，長日短日両区とも，低温にむかう
ほど有趨型は現われやすい傾向が認められた.本実験は，出生直後の子虫を直接いろいろ
な環境条件のもとで飼育を行ない，その麹型を調査したもので， Lambらが母虫に低温処
理を施し，間接的にその子虫の麹型を調査した実験方法と本質的に違うため彼等の行なっ
た実験結果と比較検討することはできないが，低温(100-150C)は母虫，子虫の如何を
問わず，有麹型の出現率を促進させる効果を持っているものと思われる.
摘 要
ダイコンアプラムシの有麹型出現におよぽす日長と温度の影響を調べて，つぎのような
結果を得た.
1)短目処理 (8，12時間照明)は飼育密度との関連において，有麹型出現を促進させる
効果がある.
2)有麹型出現におよぼす環境温度の影響については低温区(150""200C)が有効であ
ることがわかった.
文 献
1. Johnson， B. 1966. Wing polymorphism in aphids 1V. The effect of temperature and 
photoperiod. Ent. exp. and appL 9 :鈎1~13.
2. Kawada， K. 1964. The development of winged forms in the cab凶geaphid， Brevi-
coryne brassicae LINNAEUS. 1. The influence of population density， photoperiod and 
temperature. Ber. Ohara lnst. landw. BioL 12: 189-195. 
3. 河田和維.1960. ダイコンアプラムシ Brevicorynebrassicae L.の有麹型出現に及ぼす飼
育密度の影響.農学研究 47: 205-212. 
4. Lamb， K. P. and White， D. 1966. Effect of temperature， starvation and crowding 
on production of alate young ty the cabbage aphid (Brevicoryne "brassicae). Ent. 
exp. and appl. 9 : 179-184. 
5. Lees， A. D. 1966. The control of polymorphism in aphids. Adv. 1nsect PhysioL 3: 
207-277. 
6. Kenten， J.1955. The effect of photoperiod and temperature on reproduction in Acyr-
thosithon tisum (HARRIS) and on the forms produced. Bull. Ent. Res. 46 : 599--D24. 
7. Noda， 1.1958. The emergence of winged viviparous female in aphid. 1. The 
influence of food， temperature， family line and population density. Mem. Ehime Univ. 
Sect. 2， Ser. B， 2: 61-70. 
8. 佐伯久明.1966. ツヅレザセコオロギの長麹型発現率に及ぼす日長の影響について. 日本生
態学会誌 16: 44→2. 
9. White， W. S. 1964. The environmental condition affecting the genetic mechanism 
of wing prod¥，lction in chrysanthemum aphid. Amer. Nat. 80 : 245-270. 
- 24ー
